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【はじめに】失透（結晶化）は，熱処理装置の炉心管や，高温で汚染物質と接触するような環境で用

いられるシリカガラス製品の寿命を短くする. 著者等は，反応雰囲気（N2, O2, Air）を変えてシリカガ
ラスとアルカリ金属化合物を反応させた際の失透実験と評価を行い，シリカガラスの失透が促進され

る条件や失透抑制との関連性について研究してきた 1)．真空中では，NaCl 粒の周辺に失透部分が観測
されるが，その範囲は NaCl結晶粒の周囲に限定され，X線回折（XRD）による分析でも結晶のピーク
は観測されず，反応雰囲気中に含まれる微量の水蒸気が失透の促進に著しく影響している可能性が高

いことを報告した 2)．本報では，異なる反応雰囲気（真空，窒素，酸素，乾燥空気，および大気中）に

おいて，アルカリ金属化合物（NaCl, Na2CO3, KCl, Li2CO3）を変えてシリカガラスの失透実験を行い，

反応雰囲気気体や接触するアルカリ金属化合物の違いが失透に及ぼす影響について報告する． 
【実験結果と考察】表面を研磨したシリカガラス基板上に秤量したアルカリ金属塩を置き，電気炉で

800～1100oCの条件で熱処理を行った．サンプルには，含有成分と OH濃度が異なるシリカガラス基板
（20×20×1 mm）を用いた．Fig.1に真空中と乾燥空気中で失透させたサンプルの写真を示した．これま
で真空中での NaClとシリカガラスの反応では，結晶化は観測されなかったが，同じ Na塩でも Na2CO3

では結晶化による失透が観測された．Fig. 2に乾燥空気中で失透したサンプルのXRD分析結果を示す．
反応するアルカリ金属塩により，観測される結晶が異なり，Li2CO3 との反応では石英が検出された．

同様に，Higuchi 等はシリカの球体粉末と Li 酸化物との反応で石英が析出することを示し，失透で成
長する結晶がアルカリ金属の種類に依存することを報告している 3)． 同じアルカリ金属でも塩化物と
炭酸塩とで失透の度合いに違いが観測されることから，反応雰囲気中の水蒸気だけでなく，吸湿性の

差によって生じる吸着水蒸気の影響も強く失透に影響していると推測される.  
 
 

 
 Fig. 2 Photographs of devitrified samples with various 
alkali metal compounds, KCl, Na2CO3, and Li2CO3, heating 
at 1000℃ for 8 h. 

 
 Fig. 2 XRD analysis of devitrified silica glass samples 
reacted with alkali metal compounds, Li2CO3, Na2CO3 and 
KCl, heating at 1000°C for 8 h. 
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